













Income diversification in rural Java:A case study in Sukolilovillage, Malang, East Java
【目的】
発展途上国の農村において所得源の多様化は,農村世帯の生計戦略として重要である.農村部
の所得源の多様化の中でも,非農業関連の就業が研究者･政策立案者の注目を集めている.これ
までの伝統的な農村開発は農業を農村部の貧困解決の手段とみなし,農業補助金の交付やインフ
ラの整備を進めてきたがその成果は限られていた.そこで途上国の政策立案者は,農業生産の振
興だけでなく,農業以外の雇用を農村部の所得を増加させる有効な手段と見なしている.
このような背景の下で,農村世帯の就業の実態を把握し,所得源の多様化が農村世帯に与える
影響を理解することは,農村部の貧困問題の解決に不可欠なことであると考えられる.特にイン
ドネシア?ジャワ農村には,土地を持たない世帯もしくは零細農家が多く,それらの世帯の就業
先の動向が農村部の貧困削減の重要な鍵となっている.
この研究の課題は,インドネシアのジャワ農村において, (1)農村世帯の就業の実態がどのよ
うであるか, (2)就業の多様化が農村世帯の所得にどのような影響を与えているのかを分析し,
ジャワ農村における貧困削減政策-の提言を示すことである.
【材料と方法】
本研究では, 2010年7月から8月に東ジャワ州マラン県スコリロ村で行われた農村家計調査
のデータを用いる.就業先を農業部門,非農業部門,農業雇用部門,送金部門の4つに分類し,
世帯の構成,教育,年齢,資産の保有に注目し就業部門毎に比較検討することで,スコリt7村に
おける就業の実態を分析する.また,計量経済分析によって所得に与える就業部門の影響,就業
選択の要因を分析する.
【結果と考察】
調査結果の分析により,調査地の農村世帯は農地の所有に関わらず,就業先を4つの就業部門
に多様化し, 1つの就業部門のみに属する世帯は少数であることが分かった.また,就業部門に
関わらず所得に占める非農業部門から得られる所得の割合が大きく,農村世帯にとって非農業部
門の就業が生計の維持に大きく寄与していることが分かった.
調査結果の計量経済分析によって,世帯の所得に対して非農業部門-の参加,教育年数が正の
影響を及ぼしていることが分かった.また,非農業部門-の参加には教育年数が正の影響を及ぼ
していることが分かった.非農業部門の就業が農村世帯の所得向上-寄与することから,農村部
の貧困削減を進める上で教育の普及が重要な鍵となるといえる.
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